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太陽光の働き
（紫外線）

微生物の働き
土壌の微生物が
でんぷん質を
消化／分解

分子量が減少し、
微粒子に崩壊されます

微粒子を微生物が
さらに消化します

最終的に炭酸ガスと
バイオマスになります

熱の働き

自然酸化触媒により
酸化劣化を開始

自然酸化触媒

ノボン製プラスチック
H₂O CO₂

ノボン製プラスチック

バイオパールD
（デグラノボン使用）

ポリエチレン、ポリプロピレンなど
オレフィン系樹脂の

自然分解を誘発する添加剤です。

自然分解を誘発
デグラノボンを添加したPE、PPは、光、温度、
酸素、微生物によって徐々に低分子化され、
最終的には水と二酸化炭素にまで分解されます。

水と二酸化炭素に分解

生分解（酸化分解型）添加剤
混入フィルムです。


